
5年前の2019年10⽉1⽇にBCP（事業継続計画）を策定しました。
BCPとは企業が予期せぬ事態（災害等）に直⾯したときに重要な事業を中断
せず、早期復旧を図るための計画です。以下のSDGｓの⽬標とも関係があります。

⽬標9（産業と技術⾰新の基盤を作ろう）
事業継続計画を通じて、企業が災害やリスクに強いインフラを構築します。

⽬標11（住み続けられるまちづくりを）
地域社会の企業がBCPを策定することで、災害時の迅速な復旧が可能となります。

⽬標13（気候変動に具体的な対策を）
BCPは気候リスクに対応する戦略でもあり、企業活動や地域経済への悪影響を
最⼩化できます。

BCPは組織レベルでの持続可能性を確保し、SDGsは社会全体での持続可能性を
⽬指しています。
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BCP（事業継続計画）
BCPとは

備蓄品の賞味期限到来
今回、ふっくらパンの賞味期限が到来しましたので、皆様に試⾷いただきま
した。5年間も保管してあったとは思えない位、ふっくらしていました。また、
5年前にお配りした防災グッズの賞味期限がもうすぐ到来しますので試⾷して
みて下さい。（最近お配りした⽅の賞味期限は、まだ先です。）


